
【協議事項３】                    資料６ 

 

第３期「京都市民長寿すこやかプラン」の骨子について 

 

 

○ 第３期「京都市民長寿すこやかプラン」の最終計画については，これまで

の議論やパブリックコメントの実施結果を踏まえ，今後，各ワーキンググル

ープで議論のうえ，次回の推進協議会で事務局案を提示する予定。 

 

○ 本日の協議のため，現時点の構成・骨子案について次頁以降にとりまとめ 

た。したがって，今後の議論の結果，内容を変更することがある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1



 

 

１ 構成 
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Ａｃｔｉｏｎ 改善 

第４章 重点課題ごとの取組方針と施策・事業の実施 

重点課題ごとの取組方針と計画期間内に実施する施策・事業の内容 

第６章 地域支援事業の量

及び事業費の見込み

実施内容，地域支援事業（介

護予防事業）の量の見込み，

供給確保のための方策 

第５章 介護サービス量及

び事業費の見込み 

算出手順，介護サービス量の見

込み，事業費の見込み，供給確

保のための方策 

Ｐｌａｎ 

計 画 

推進体制

第２章 第２期プランの 

取組状況 

介護保険事業の実施状況，重点

課題の取組状況 

Ｃｈｅｃｋ 

点検・評価 

第３章 高齢者の現況及び「平

成２６年度の高齢者介護の姿」と

新たな重点課題 

高齢者の現況，介護保険制度改正

の概要，新たな重点課題など 

第１章 プランの見直しに当たって 

両計画の位置付け，計画期間，プランの見直しの方法など 

第７章 プランの着実な推進に向けて 

プランの進捗管理，推進体制など 

Ｄｏ 実施 

 

プランに基づいた施策・事業の実施 



２ 骨子 

 

第１章 プランの見直しに当たって        

  

１ 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の位置付け 

（１）高齢者保健福祉計画の位置付け 

（２）介護保険事業計画の位置付け 

    ★老人福祉法第２０条の８，老人保健法第４６条の１８，介護保険法第１１７条

の規定に基づく両計画の位置付けについて記載。  

 

（３）両計画の調和と「基本構想」「基本計画」との関係 

    ★両計画の連携，一体的な策定について記載。 
★本市の「基本構想」「基本計画」との関係や他の主な関係計画との連携について

記載。 
 

 

 

    【参考】 

○「京都市基本構想」（平成１１年１２月策定） 

     ○「京都市基本計画」（平成１３年１月策定） 

     ○主な関係計画 

      ・京都市民健康づくりプラン（平成１４年３月策定） 

      ・京都市障害者施策推進プラン（平成１５年３月策定） 

 ・京（みやこ）地域福祉推進プラン（平成１６年３月策定） 

・京都市基本計画第２次推進プラン（平成１６年７月策定） 

 ・新京（みやこ）・子どもいきいきプラン（平成１７年２月策定） 

      ・京都市国民健康保険事業安定化計画（毎年度策定） 

 

２ 計画期間 

   

 

 

 

 

 

３ 基

（１）

（２）

 

 ★見直し後の計画期間は平成１８年度から２０年度までの３年間。 
★介護保険制度の見直しが２０１５年（平成２７年度）の高齢者介護の姿を念頭

に置いて検討が行われたことから，本市のプランでも長期的な視点に立ち，平

成２６年度（第５期介護保険事業計画の最終年度）の目標を立てたうえで，そ
こに至る中間的な位置付けとして策定することを記載。 

本理念及び政策目標 

基本理念 

政策目標 
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４ プランの見直しの方法 

（１）京都市民長寿すこやかプラン推進協議会での協議 

（２）市民参加 

   ★京都市民長寿すこやかプラン推進協議会での幅広い議論，アンケート調査や中間

報告の市民説明会・パブリックコメントなどの市民参加について記載。  

 

 

 

第２章 第２期プランの取組状況         

  

１ 介護保険事業の実施状況         

   

 

 

２ 重点

   

 

 

    

【

 

 

 

 

 

 

 

★介護サービスの利用，保険給付費，基盤整備等の状況を踏まえ，本市の介護保険
事業の特徴や課題などを記載。 

課題の取組状況           

 

★重点課題ごとに，第２期プラン策定以後，新たに開始又は充実した施策・事業

（新規・充実事業）の主な内容とその評価を記載。（既存事業を含む施策の柱の

「現況と課題」は第４章に記載。） 

参考】第２期プランの重点課題 

○要援護高齢者及びその家族の生活支援 

○認知症高齢者対策の推進 

○介護サービスの質的向上 

○介護保険事業の適正かつ円滑な運営 

○介護予防の充実 

○健康づくりの推進 

○地域ケア体制の構築 

○高齢者が安心できる生活環境づくり 

○高齢者の社会参加の促進 

○世代間の交流と理解の促進 

4



第３章 高齢者の現況及び「平成２６年度の高齢者介護の姿」と新たな重点課題         

 

１ 高齢者の現況 

（１）人口構造 

（２）世帯の状況 

（３）高齢者の健康 

（４）社会活動の状況 

（５）介護予防の状況 

（６）介護の状況 など 

  

 

 

２ 介

（１）

（２）

 

 

 

 

３ 京

 

 

 

４ 新

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第２期プランの記載事項にも留意し，主要統計やアンケート調査の結果などか
 ら高齢者の現況の分析について記載。 

護保険制度改正の概要 

制度見直しの基本的視点と柱  

介護予防事業の再編と地域ケア推進に向けた新たなサービス体系の確立 

★介護保険制度改正の基本的視点と柱の概要について記載。 
★新たなサービス体系として，新予防給付，地域支援事業，地域包括支援センター，

地域密着型サービスの概要について記載。 

都市における平成２６年度の高齢者介護の姿 

た

 

★本市における平成２６年度の人口構造，要介護認定者数（自然体），認知症高齢
者数の見込みについて記載。 

な重点課題 
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第４章 重点課題ごとの取組方針と施策・事業の実施    

 

★重点課題ごとに「取組方針」「施策の体系」を記載するとともに，柱となる項目

ごとに「現況と課題」「今後の方向性」「施策・事業」を記載。 
 

 

 

重点課題１：認知症をはじめとする要援護高齢者及びその家族の生活支援 

 １ 介護サービスの充実       

 （１）施設サービスの充実 

★施設の基盤整備，老朽化施設の改修，個室・ユニットケアの推進，重度者への

重点化への対応などについて記載。 
 

 

 

（２）居宅サービスの充実 

★施設の基盤整備，地域密着型サービスとの連携などについて記載。   

 

 ２ 介護保険以外の保健福祉サービス 

（１）入所施設の充実 

★養護老人ホームの見直しへの対応，ケアハウスの基盤整備や介護機能の強化な

どについて記載。 
 

 

 

（２）在宅保健福祉サービスの充実 

 

 

★生活支援サービスの提供，難病や精神疾患のある高齢者への支援，緊急時に対

応するサービスの充実などについて記載。 
 

（３）高齢者を介護する家族への支援 

★家族への看護・介護方法の普及，家族の健康管理支援などについて記載。  

 

３ 認知症高齢者対策の推進        

 （１）認知症に関する正しい理解の普及 

★認知症に関する知識や理解の普及，地域社会からの孤立を防ぐための方策など

について記載。 
  

 

 

（２）認知症の原因となる疾患の予防や相談・診断体制の充実 

★地域包括支援センターへの保健師等の配置による相談体制の充実や地域におけ

る認知症高齢者に係る医療体制の充実などについて記載。 
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（３）関係機関の連携体制の確立 

★関係機関等の連携体制の構築や徘徊する認知症高齢者を発見・保護する体制づ

くりなどについて記載。 
 

 

 

（４）権利擁護対策の推進 

★ 

 

 

 

重点課題２

 １  地域

（１）地

★ 

 

 

（２）本

★ 

 

 

 

 ２ 地域

★ 

 

 

 ３ 新予

★ 

 

 

重点課題３

１ 主体

     ★

 

 

 

 

権利擁護に関する制度の周知・広報，地域福祉権利擁護事業の推進や成年後見
制度の利用支援，高齢者の虐待防止などについて記載。 

：総合的な介護予防の推進（予防重視型システムへの転換） 

包括支援センターを軸とした介護予防マネジメント体制の構築   

域包括支援センターの適正かつ円滑な運営         
地域包括支援センターの設置と関係機関の連携，センターへの支援体制の構築
などについて記載。 

人の「自己実現」に向けた介護予防マネジメント 
地域包括支援センターや介護予防サービス事業者による本人の「自己実現」に

向けた具体的な目標の設定，地域包括支援センターによる公正中立な運営のた
めのルールづくりなどについて記載。 

支援事業による介護予防サービスの提供 
介護予防特定高齢者施策の対象者の把握及び介護予防サービスの提供，介護予
防一般高齢者施策の提供，介護予防の評価などについて記載。 

防給付による介護予防サービスの提供 
新予防給付に係る市民周知，適正な要支援認定の実施，自立支援の観点に立っ

たサービス提供，介護予防ケアマネジメントを行う地域包括支援センターへの
助言・指導，予防効果に係る調査・評価などについて記載。 
 

 

：健康増進・生きがいづくりの推進 

的な健康づくりの支援      

て
  疾病の予防と健康づくり対策，健康づくりを支援する環境づくりなどについ
記載。 
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２  多様な生きがいづくりの推進 

 

    

 

★高齢者の活動の場と情報提供の充実，高齢者が高齢者を支える社会づくりなど

について記載。 

 

重点課題４：地域における総合的・継続的な支援体制の整備        

 １ 地域の特性に応じた地域密着型サービスの提供 

★日常生活圏域の再編，地域密着型サービスの基盤整備，適正な運営の確保など

について記載。 
  

 

 

２ 地域ケア関係機関の連携 

★日常生活圏域の再編と地域包括支援センターや地域密着型サービスの設置等に 
 より，各団体等が地域の資源と課題を共有し，有機的な連携を図ることについて

 記載。 

 

 

 

 

３ 相談・情報提供体制の充実 

★多様化・複雑化する相談に適切に対応できるよう窓口の情報量の充実，困った

ときの相談先の周知徹底，情報弱者へのアプローチの充実などについて記載。 
 

 

 

４ 地域住民による自主的な活動の推進 

★地域住民を主体とした取組やグループ活動等が地域の中に広がっていくための

環境づくりなどについて記載。 
  

 

 

 ５ ひとり暮らし高齢者対策の推進 

★日常生活で不安を抱えているひとり暮らし高齢者等が地域で安心して生活でき

るよう支援策について記載。 
 

 

 

 

重点課題５：介護保険事業の適正かつ円滑な運営 

 １ 介護サービスの質的向上 

  

 

 ２ 介

    

 

 

 

★介護・看護技術の向上や利用者や家族のニーズの実現などについて記載。 

護保険給付の適正化 

 ★
    事業者への指導に係る本市の権限の強化，指導の方針，市民の信頼の確保，保険
財政の安定的運営などについて記載。 
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重点課題６：誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進                

 １ 世代間の交流と理解の促進 

 

 

★様々な機会を通じた市民への啓発や交流の場の提供，福祉教育の推進，人権意識

の高揚などについて記載。 
 

  ２  高齢者が安心できる生活環境づくり 

    

 

 

 

第５章

 

１ 介

 

２ 介

 

 

 

 

 

３ 事

 

４ 介

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★高齢者に係る住まいづくり，まちづくり，防犯・防災対策，交通安全対策，
消費者施策などについて記載。 

 

 介護サービス量及び事業費の見込み   

護サービス量及び事業費の見込みの算出手順 

護サービス量の見込み 

業

護

★高齢者人口の推計，要介護認定者数の見込み（自然体，介護予防後），施設サー

ビス量及び居住系サービス量の見込み，居宅サービス利用量の推計などについ

て記載。 

★地域密着型サービスについては日常生活圏域ごとに記載。 
費の見込み 

サービスの供給確保のための方策 
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第６章 地域支援事業の量及び事業費の見込み 

 

１ 地域支援事業の実施内容 

 

 

２ 地

 

 

３ 事

 

 

 

４ 地

 

 

 

第７章

 

１ 市

 

 

２ 全

 

３ 関

 

４ 京

 

５ プ

 

 

 

 

★地域支援事業の概要，本市で実施する施策・事業などについて記載。 

域支援事業（介護予防事業）の量の見込み 

業

域

民

庁

係

都

ラ

★対象者数，効果の目標などについて記載。 

費の見込み 

★交付金の対象となる地域支援事業の上限，事業費の見込み，財源構成などについ

て記載。 

支援事業の供給確保のための方策 

 プランの着実な推進に向けて 

と共に創る長寿社会 

★市民・地域社会，サービス事業者・企業，行政のそれぞれの役割について記載。

的な取組による総合的な施策の推進 

機関・関係団体等との連携 

府及び他の市町村との連携 

ンの進捗管理 

★
京都市民長寿すこやかプラン推進協議会での進捗管理や進捗状況の報告・周知な
どについて記載。 
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参 考 

 

第２期プランとの比較            

 

※下線は変更箇所                       ＮＯ．１ 

第２期（現行）プラン 第３期（次期）プラン 

 

第１章 計画の見直しに当たって 

 １ 高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画の位置付け 

 ２ 計画期間 

 ３ 基本理念及び政策目標 

 ４ 計画の見直しの方法 

 

 

 

第２章 計画の取組状況 

 １ 介護保険事業の実施状況 

２ 重点課題の取組状況 

 

 

 

第３章 高齢者の現況と新たな重点

課題 

 １ 人口構造 

 ２ 世帯の状況 

 ３ 高齢者の健康 

 ４ 社会活動の状況 

 ５ 介護の状況 

 ６ 新たな重点課題 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 プランの見直しに当たって 

 １ 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計

画の位置付け 

 ２ 計画期間 

 ３ 基本理念及び政策目標 

 ４ プランの見直しの方法 

 

 

 

第２章 第２期プランの取組状況 

 １ 介護保険事業の実施状況 

２ 重点課題の取組状況 

 

 

 

第３章 高齢者の現況及び「平成２６

年度の高齢者介護の姿」と新たな

重点課題 

１ 高齢者の現況 

（１）人口構造 

 （２）世帯の状況 

 （３）高齢者の健康 

 （４）社会活動の状況 

 （５）介護の状況 

 ２ 介護保険制度改正の概要 

 ３ 京都市における平成２６年度の高齢

者介護の姿 

 ４ 新たな重点課題 
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ＮＯ．２ 

第２期（現行）プラン 第３期（次期）プラン 

 

第４章 重点課題ごとの取組方針と

施策・事業の実施 

 重点課題１：要援護高齢者及びその家族

の生活支援 

重点課題２：痴ほう性高齢者対策の推進 

 重点課題３：介護サービスの質的向上 

 重点課題４：介護保険事業の適正かつ円

滑な運営 

 重点課題５：介護予防の充実 

 重点課題６：健康づくりの推進 

 重点課題７：地域ケア体制の構築 

 重点課題８：高齢者が安心できる生活環

境づくり 

 重点課題９：高齢者の社会参加の促進 

 重点課題 10：世代間の交流と理解の促進

 

 

 

第５章 介護サービス量及び事業費 

の見込み 

 １ 介護サービス量及び事業費の見込 

  みの算出手順 

 ２ 介護サービス量の見込み 

  ３ 事業費の見込み 

 ４ 介護サービスの供給確保のための 

方策 

 

第４章 重点課題ごとの取組方針と

施策・事業の実施 

重点課題１：認知症をはじめとする要援

護高齢者及びその家族の生

活支援 

重点課題２：総合的な介護予防の推進 

（予防重視型システムへの転換）

 重点課題３：健康づくり・生きがいづく

りの推進 

  重点課題４：地域における総合的・継続

的な支援体制の整備 

 重点課題５：介護保険事業の適正かつ円

滑な運営 

 重点課題６：誰もが安心して暮らせるま

ちづくりの推進 

  

 

  

第５章 介護サービス量及び事業費 

の見込み 

 １ 介護サービス量及び事業費の見込 

  みの算出手順 

 ２ 介護サービス量の見込み 

  ３ 事業費の見込み 

 ４ 介護サービスの供給確保のための 

方策 
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第６章 計画の着実な推進に向けて 

 

 １ 市民と共に創る長寿社会 

 ２ 全庁的な取組による総合的な施策の

推進 

 ３ 関係機関・関係団体等との連携 

 ４ 京都府及び他の市町村との連携 

 ５ 計画の進捗管理 

 

 

第６章 地域支援事業の量及び事業 

費の見込み 

１ 地域支援事業の実施内容 

２ 地域支援事業（介護予防事業）の量

の見込み 

 ３ 事業費の見込み 

 ４ 地域支援事業の供給確保のための方

  策 

   

 

 

第７章 プランの着実な推進に向け 

   て 

 １ 市民と共に創る長寿社会 

 ２ 全庁的な取組による総合的な施策の

推進 

 ３ 関係機関・関係団体等との連携 

 ４ 京都府及び他の市町村との連携 

 ５ プランの進捗管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


